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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像に関連する情報を収集する方法であって、
　画像を提示するステップと、
　前記画像に関連する複数のデータ項目を、サーバにおいて受け取るステップであって、
前記複数のデータ項目の各データ項目を、複数のコンピュータの１つから受け取る、ステ
ップと、
　前記サーバにおいて、前記複数のデータ項目を、前記画像を特定する識別子と関係づけ
るステップと、
　各データ項目を、前記関係付けられた識別子とともに、データ保存部に格納するステッ
プと、を有する方法。
【請求項２】
　さらに、前記複数のコンピュータのそれぞれに対し、前記画像に関連するデータ項目に
関するリクエストを送るステップ、を有し、
　前記複数のデータ項目を受け取るステップが、前記リクエストに対する応答において前
記複数のデータ項目を受け取るステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記リクエストは、第１の時刻において送られ、
　前記複数のデータ項目を、前記第１の時刻から開始する所定の期間以内に受け取る、請
求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記リクエストは、前記複数のコンピュータに対し、前記所定の期間を送る、請求項３
に記載の方法。
【請求項５】
　前記リクエストは、前記複数のコンピュータに、データ項目を作成するためのユーザイ
ンターフェースを表示させる、請求項２ないし４のいずれか１つに記載の方法。
【請求項６】
　前記リクエストは、前記複数のコンピュータに、所定の期間、前記ユーザインターフェ
ースを表示させる、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
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　前記複数のデータ項目のそれぞれは、前記画像に対するユーザの主観的な反応を表して
いる、請求項１ないし６のいずれか１つに記載の方法。
【請求項８】
　前記画像は、ヒトまたは動物の皮膚に関する画像である、請求項１ないし７のいずれか
１つに記載の方法。
【請求項９】
　前記画像は、瘢痕を含んだ、ヒトまたは動物の皮膚に関する画像である、請求項８に記
載の方法。
【請求項１０】
　前記複数のデータ項目はそれぞれ、所定の範囲の実数を含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記実数は、所定の尺度上において、認知された前記瘢痕の重症度を表す、請求項１０
に記載の方法。
【請求項１２】
　前記実数は、視覚的アナログスコアリング法を用いて作成される、請求項１０または１
１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記画像は、複数の画像である、請求項１ないし６のいずれか１つに記載の方法。
【請求項１４】
　前記複数のデータ項目はそれぞれ、前記複数の画像間の比較を表す、請求項１３に記載
の方法。
【請求項１５】
　前記複数の画像はそれぞれ、瘢痕に関する画像である、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記複数のデータ項目はそれぞれ、前記複数の画像が示す瘢痕の重症度に、認知される
差違が存在するか否かを示す、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記複数のデータ項目の１つが、瘢痕の重症度に認知される差違があることを示す場合
には、前記データ項目の１つが、さらに、いずれの画像が、より重症でない瘢痕をしめす
かを示す、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記データ項目の１つは、さらに、画像の示す瘢痕の重症度に基づいて、前記複数の画
像の順序を示す、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記データ項目の１つが、瘢痕の重症度の間に認知される差違があることを示す場合に
は、前記データ項目がさらに、前記差違の程度を示す、請求項１６ないし１８のいずれか
１つに記載の方法。
【請求項２０】
　前記複数の画像は、一対の画像である、請求項１３ないし１９のいずれか１つに記載の
方法。
【請求項２１】
　さらに、前記複数のコンピュータのそれぞれに対し、コンピュータ・プログラム・コー
ドを提供するステップであって、前記プログラム・コードは前記複数のコンピュータの１
つにおいて実行可能であり、当該実行により前記複数のデータ項目の１つを作成する、ス
テップ、を有する請求項１ないし２０のいずれか１つに記載の方法。
【請求項２２】
　前記サーバは、前記複数のコンピュータに対し、前記プログラム・コードを提供する、
請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記コンピュータ・プログラム・コードは、実行されることにより、データ収集をコン
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トロールして前記複数のデータ項目の１つを作成するためのインターフェースを供する、
請求項２１または２２に記載の方法。
【請求項２４】
　さらに、複数のユーザを規定するデータを格納するステップであって、前記データが前
記複数のユーザのそれぞれのユーザ名およびパスワードを含んでいる、ステップを有する
請求項１ないし２３のいずれか１つに記載の方法。
【請求項２５】
　さらに、情報の収集に必要なユーザのログオンの数を示すデータを格納するステップ、
を有する請求項１ないし２４のいずれか１つに記載の方法。
【請求項２６】
　さらに、前記必要なユーザのログオンの数を特定する、ユーザの入力を受け取るステッ
プ、を有する請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　前記画像の提示よりも前に、
　さらに、
　ログオンのリクエストを受け取るステップであって、前記ログオンのリクエストは、前
記複数のコンピュータの１つから受け取られ、かつ、ユーザ名およびパスワードを含んで
いる、ステップと、
　前記受け取られたログオンのリクエストを、前記複数のユーザを規定するデータを用い
て、認証するステップと、
　前記認証が成功した場合にのみ、ログオンを示すデータを作成するステップと、を有す
る請求項２４、または、請求項２４に従属する請求項のいずれか１つ、に記載の方法。
【請求項２８】
　前記画像の提示よりも前に、
　さらに、
　少なくとも前記必要なログオンの数と同数のログオンのリクエストを受け取るステップ
と、
　前記必要なログオンの数を示すデータを作成するステップと、を有する、請求項２５ま
たは２６に従属する、請求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　さらに、前記必要な数のユーザがログオンしている場合には、前記ログオンのリクエス
トを拒否するステップ、を有する、請求項２５もしくは２６に従属する、請求項２７また
は２８に記載の方法。
【請求項３０】
　さらに、最大画像提示時間よりも長くない時間にわたり前記画像を提示するステップ、
を有する請求項１ないし２９のいずれか１つに記載の方法。
【請求項３１】
　さらに、前記最大画像提示時間を特定する、ユーザの入力を受け取るステップ、を有す
る請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　さらに、前記最大画像提示時間にわたり、または、前記ログオンのそれぞれと関係づけ
られたデータ項目を受け取るまでの間、画像を提示するステップ、を有する、請求項２８
に従属する、請求項３０または３１に記載の方法。
【請求項３３】
　さらに、前記最大画像提示時間に達したときにおいて、前記ログオンの１つと関係づけ
られたデータ項目を受け取っていない場合には、前記データを受け取っていないログオン
のそれぞれ、および、前記画像を示すデータを作成するステップ、を有する、請求項２８
に従属する、請求項３０ないし３２のいずれか１つに記載の方法。
【請求項３４】
　さらに、
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　前記画像を提示するステップと、
　前記示されたログオンのそれぞれと関係づけられるデータ項目を受け取るステップと、
を有する請求項３３に記載の方法。
【請求項３５】
　前記画像を提示するステップは、プロジェクタを用いて前記画像を表示するステップを
含む、請求項１ないし３４のいずれか１つに記載の方法。
【請求項３６】
　前記複数のデータ項目はそれぞれ、リモートのコンピュータから受け取られる、請求項
１ないし３５に記載の方法。
【請求項３７】
　前記複数のデータ項目はそれぞれ、ＴＣＰ／ＩＰプロトコルを用いて受け取られる、請
求項３６に記載の方法。
【請求項３８】
　各データ項目を、関係づけられた識別子とともにデータベースに格納するステップは、
さらに、各データ項目とともに、当該データ項目を受け取った日時を格納するステップ、
を含む請求項１ないし３７のいずれか１つに記載の方法。
【請求項３９】
　各データ項目を、関係づけられた識別子とともにデータベースに格納するステップは、
　各データ項目とともに、当該データ項目を供したコンピュータにログオンしているユー
ザを示すデータを格納するステップ、を含む請求項１ないし３８のいずれか１つに記載の
方法。
【請求項４０】
　さらに、前記複数のデータ項目のそれぞれを、前記関係づけられた識別子とともに、リ
モートのデータ保存部に送るステップ、を有する請求項１ないし３９のいずれか１つに記
載の方法。
【請求項４１】
　さらに、
　複数の画像を逐次的に提示するステップと、
　前記複数の画像のそれぞれに関連する、複数のデータ項目を受け取るステップと、を有
する請求項１ないし４０のいずれか１つに記載の方法。
【請求項４２】
　前記複数の画像を逐次的に提示するステップは、ランダムな、または、擬似的にランダ
ムな順序で前記複数の画像を逐次的に提示するステップを含む、請求項４１に記載の方法
。
【請求項４３】
　前記ランダムな、または、擬似的にランダムな順序は、１つもしくは複数の、以前に用
いられたランダムな、または、擬似的にランダムな順序から選択される、請求項４２に記
載の方法。
【請求項４４】
　ユーザに対し、以前に用いられたランダムな、または、擬似的にランダムな順序を用い
るか、または、新しい、ランダムな、または、擬似的にランダムな順序を作成するか、の
選択枝を提示する、請求項４３に記載の方法。
【請求項４５】
　前記複数の画像の幾つかは、同一の画像である、請求項４１ないし４４のいずれか１つ
に記載の方法。
【請求項４６】
　さらに、データ項目を受け取らなかったユーザのログオンを示すレポートを作成するス
テップ、を有する、請求項３３、または、請求項３３に従属する請求項、に記載の方法。
【請求項４７】
　前記レポートは、ユーザのログオンそれぞれについて、データ項目を受け取らなかった
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画像を示す、請求項４１ないし４５のいずれか１つに従属する、請求項４６に記載の方法
。
【請求項４８】
　さらに、
　全てのユーザのログオンからデータを受け取らなかった画像それぞれを表示するステッ
プと、
　以前データを受け取らなかったユーザのログオンから表示された画像のそれぞれに関連
するデータ項目を受け取るステップと、を有する請求項４７に記載の方法。
【請求項４９】
　前記請求項１ないし４８のいずれか１つに記載の方法を、コンピュータに実行させる、
コンピュータ読み取り可能な命令群を含むデータ記憶媒体。
【請求項５０】
　プロセッサが読み取り可能な命令群を格納するプログラム・メモリと、
　前記プログラム・メモリに格納された命令群を読み取って実行するプロセッサと、を有
し、
　前記プロセッサ読み取り可能な命令群は、前記プロセッサに請求項１ないし４８のいず
れか１つに記載の方法を実行させる、コンピュータ装置。
【請求項５１】
　画像に関連する情報を収集する方法であって、
　第１のコンピュータから画像を提示するステップと、
　前記画像に関連した複数のデータ項目を作成するステップであって、前記複数のデータ
項目のそれぞれは、前記第１のコンピュータに接続した複数の第２のコンピュータによっ
て作成される、ステップと、
　前記複数のデータ項目それぞれを、前記封数の第２のコンピュータそれぞれから、前記
第１のコンピュータへ送るステップと、
　前記複数のデータ項目それぞれを、前記第１のコンピュータにおいて受け取るステップ
と、
　前記複数のデータ項目を、前記画像を特定する識別子と、前記第１のコンピュータにお
いて、関係づけるステップと、
　前記データ項目それぞれを、前記関係づけられた識別子とともに、データ保存部に格納
するステップと、を有する方法。
【請求項５２】
　さらに、前記複数の第２のコンピュータのそれぞれに対し、前記画像に関連するデータ
項目に関するリクエストを送るステップ、を有し、
　前記複数のデータ項目を受け取るステップが、前記リクエストに対する応答において前
記複数のデータ項目を受け取るステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５３】
　前記リクエストは、第１の時刻において送られ、
　前記複数のデータ項目を、前記第１の時刻から開始する所定の期間以内に受け取る、請
求項５２に記載の方法。
【請求項５４】
　前記リクエストは、前記複数の前記コンピュータに対し、前記所定の期間を送る、請求
項５３に記載の方法。
【請求項５５】
　前記リクエストは、前記複数の第２のコンピュータに、データ項目を作成するためのユ
ーザインターフェースを表示させる、請求項５２ないし５４のいずれか１つに記載の方法
。
【請求項５６】
　前記リクエストは、前記複数の第２のコンピュータに、所定の期間、前記ユーザインタ
ーフェースを表示させる、請求項５５に記載の方法。
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【請求項５７】
　前記複数のデータ項目のそれぞれは、前記画像に対するユーザの主観的な反応を表して
いる、請求項５１ないし５６のいずれか１つに記載の方法。
【請求項５８】
　前記画像は、ヒトまたは動物の皮膚に関する画像である、請求項５１ないし５７のいず
れか１つに記載の方法。
【請求項５９】
　前記画像は、瘢痕を含んだ、ヒトまたは動物の皮膚に関する画像である、請求項５８に
記載の方法。
【請求項６０】
　前記複数のデータ項目はそれぞれ、所定の範囲の実数を含む、請求項５９に記載の方法
。
【請求項６１】
　前記実数は、所定の尺度上において認知された前記瘢痕の重症度を表す、請求項６０に
記載の方法。
【請求項６２】
　前記実数は、視覚的アナログスコアリング法を用いて作成される、請求項６０または６
１に記載の方法。
【請求項６３】
　さらに、
　前記第２のコンピュータのそれぞれのディスプレイ装置にユーザインターフェースを提
示するステップであって、前記ユーザインターフェースが尺度を有する、ステップと、
　前記尺度の一点に関するユーザの入力を示す入力データを受け取るステップと、を有す
る請求項６２に記載の方法。
【請求項６４】
　さらに、前記ユーザの入力を、前記尺度上の一点から、前記実数に変換するステップ、
を有する請求項６３に記載の方法。
【請求項６５】
　前記変換は、第２のコンピュータのそれぞれにおいて実行される、請求項６４に記載の
方法。
【請求項６６】
　前記変換するステップは、
　　前記尺度の第１端部に対応する第１実数値を規定するステップと、
　　前記尺度の第２端部に対応する第２実数値を規定するステップと、
　　前記一点と前記尺度の前記第１端部との隔たりを算定するステップと、
　　前記隔たりを、前記第１端部と前記第２端部との隔たりおよび前記第１実数値および
前記第２実数値に基づいて、実数値に変換するステップと、を有する請求項６４または６
５に記載の方法。
【請求項６７】
　さらに、
　前記第１のコンピュータから、前記第２のコンピュータのそれぞれに対し、コンピュー
タ・プログラム・コードを送るステップと、
　前記第２のコンピュータのそれぞれにおいて前記プログラム・コードを受け取るステッ
プと、を有し、
　前記コンピュータ・プログラム・コードは、前記第２のコンピュータのそれぞれで実行
されることにより、前記ユーザインターフェースを表示させる、請求項６２ないし６６の
いずれか１つに記載の方法。
【請求項６８】
　前記コンピュータ・プログラム・コードは、前記変換を実行させる、請求項６５に従属
する、請求項６７に記載の方法。
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【請求項６９】
　前記画像は、複数の画像である、請求項５１ないし５７のいずれか１つに記載の方法。
【請求項７０】
　前記複数のデータ項目はそれぞれ、前記複数の画像間の比較を表す、請求項６９に記載
の方法。
【請求項７１】
　前記複数の画像の各画像は、瘢痕に関する画像である、請求項７０に記載の方法。
【請求項７２】
　前記複数のデータ項目はそれぞれ、前記複数の画像が示す瘢痕の重症度に、認知される
差違が存在するか否かを示す、請求項７１に記載の方法。
【請求項７３】
　前記複数のデータ項目の１つが、瘢痕の重症度に認知される差違があることを示す場合
には、前記１つのデータ項目が、さらに、いずれの画像が、より重症でない瘢痕をしめす
かを示す、請求項７２に記載の方法。
【請求項７４】
　さらに、
　前記第２のコンピュータのそれぞれのディスプレイ装置にユーザインターフェースを提
示するステップであって、前記ユーザインターフェースが、複数のユーザが選択可能なボ
タンを含んでいる、ステップと、
　前記ボタンの１つにかかるユーザの選択を示す入力データを受け取るステップと、を有
する請求項７０ないし７３のいずれか１つに記載の方法。
【請求項７５】
　前記複数の画像は、一対の画像である、請求項６９ないし７４のいずれか１つに記載の
方法。
【請求項７６】
　前記インターフェースは、３つのボタンを有し、
　第１のボタンは、前記一対の画像のうちの第１画像がより重症でない瘢痕を示している
ことを示唆するときに選択可能であり、
　第２のボタンは、前記一対の画像のうちの第２画像がより重症でない瘢痕を示している
ことを示唆するときに選択可能であり、
　第３のボタンは、前記第１画像および前記第２画像が同程度の重症度の瘢痕を示してい
ることを示唆するときに選択可能である、請求項７４に従属する、請求項７５に記載の方
法。
【請求項７７】
　前記第１のボタン、または、前記第２のボタンにかかるユーザの選択を示す入力データ
を、前記第２のコンピュータの１つにおいて受け取るステップと、
　前記第２のコンピュータのディスプレイ装置上に別のユーザインターフェースを表示す
るステップと、を有する請求項７６に記載の方法。
【請求項７８】
　前記別のユーザインターフェースは、前記一対の画像の前記第１画像および前記第２画
像において示された瘢痕にかかる重症度間の差違の程度を示す入力データを受け取る、請
求項７７に記載の方法。
【請求項７９】
　前記別のユーザインターフェースは、一対のボタンを提示し、
　第１のボタンは、前記差違は僅かであることを示し、
　第２のボタンは、前記差違は著しいことを示す、請求項７８に記載の方法。
【請求項８０】
　前記データ項目の１つは、前記差違の程度を示す、請求項７９に記載の方法。
【請求項８１】
　さらに、前記第１のコンピュータから前記複数の第２のコンピュータのそれぞれに対し
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、コンピュータ・プログラム・コードを提供するステップであって、前記プログラム・コ
ードは前記第２のコンピュータにおいて実行可能であり、当該実行により前記複数のデー
タ項目の１つを作成する、ステップ、を有する請求項５１ないし８０のいずれか１つに記
載の方法。
【請求項８２】
　前記コンピュータ・プログラム・コードは、実行されることにより、データ収集をコン
トロールして前記複数のデータ項目の１つを作成するためのインターフェースを供する、
請求項８１に記載の方法。
【請求項８３】
　さらに、前記第１のコンピュータに、複数のユーザを規定するデータを格納するステッ
プであって、前記データが前記複数のユーザのそれぞれのユーザ名およびパスワードを含
んでいる、ステップ、を有する請求項５１ないし８２のいずれか１つに記載の方法。
【請求項８４】
　さらに、前記第１のコンピュータに、情報の収集に必要なユーザのログオンの数を示す
データを格納するステップ、を有する請求項８３に記載の方法。
【請求項８５】
　前記画像の提示よりも前に、
　さらに、
　前記第１のコンピュータにおいて、前記第２のコンピュータの１つから、ログオンのリ
クエストを受け取るステップであって、前記ログオンのリクエストは、ユーザ名およびパ
スワードを含んでいる、ステップと、
　前記第１のコンピュータにおいて、前記受け取られたログオンのリクエストを、前記複
数のユーザを規定するデータを用いて、認証するステップと、
　前記第２のコンピュータの１つに対し、前記認証の成功または失敗を示すデータを送る
ステップと、
　前記認証が成功した場合にのみ、ログオンを示すデータを作成するステップと、を有す
る請求項８３、または、請求項８４に記載の方法。
【請求項８６】
　前記画像の提示よりも前に、
　さらに、
　前記第１のコンピュータにおいて、前記第２のコンピュータから、少なくとも前記必要
なログオンの数と同数のログオンのリクエストを受け取るステップと、
　前記必要なログオンの数を示すデータを作成するステップと、を有する、請求項８４に
従属する、請求項８５に記載の方法。
【請求項８７】
　さらに、最大画像提示時間よりも長くない時間にわたり前記画像を提示するステップ、
を有する請求項５１ないし８６のいずれか１つに記載の方法。
【請求項８８】
　さらに、前記第１のコンピュータにおいて、前記最大画像提示時間を特定する、ユーザ
の入力を受け取るステップ、を有する請求項８７に記載の方法。
【請求項８９】
　さらに、前記最大画像提示時間にわたり、または、前記ログオンのそれぞれと関係づけ
られたデータ項目を受け取るまでの間、前記画像を提示するステップ、を有する、請求項
８６に従属する、請求項８７または８８に記載の方法。
【請求項９０】
　さらに、前記最大画像提示時間に達したときにおいて、前記ログオンの１つと関係づけ
られたデータ項目を受け取っていない場合には、前記データを受け取っていないログオン
のそれぞれ、および、前記画像を示すデータを作成するステップ、を有する、請求項８６
に従属する、請求項８７ないし８９のいずれか１つに記載の方法。
【請求項９１】
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　さらに、
　前記画像を提示するステップと、
　前記示されたログオンのそれぞれと関係づけられるデータ項目を受け取るステップと、
を有する請求項９０に記載の方法。
【請求項９２】
　さらに、前記示されたログオンに対応する第２のコンピュータにおいてのみ、前記デー
タ項目の収集のためのユーザインターフェースを提示するステップ、を有する請求項９１
に記載の方法。
【請求項９３】
　さらに、前記複数のデータ項目のそれぞれを、前記関係づけられた識別子とともに、リ
モートのデータ保存サーバに送るステップ、を有する請求項５１ないし９２のいずれか１
つに記載の方法。
【請求項９４】
　さらに、
　前記第１のコンピュータから、複数の画像を逐次的に提示するステップと、
　前記複数の画像のそれぞれに関連する、複数のデータ項目を受け取るステップと、を有
する請求項５１ないし９３のいずれか１つに記載の方法。
【請求項９５】
　前記請求項５１ないし９４のいずれか１つに記載の方法を、コンピュータに実行させる
、コンピュータ読み取り可能な命令群を含むデータ記憶媒体。
【請求項９６】
　プロセッサが読み取り可能な命令群を格納するプログラム・メモリと、
　前記プログラム・メモリに格納された命令群を読み取って実行するプロセッサと、を有
し、
　前記プロセッサ読み取り可能な命令群は、前記プロセッサに請求項５１ないし９４のい
ずれか１つに記載の方法を実行させる、コンピュータ装置。
【請求項９７】
　画像に関連する情報を収集する方法であって、
　第２のコンピュータにおいて、表された画像に関連するデータ項目を作成するステップ
と、
　前記第２のコンピュータから第１のコンピュータに対し、前記データ項目を送るステッ
プと、を有し、
　前記第１のコンピュータは、
　　前記画像を表示し、
　　前記第２のコンピュータから前記データ項目を受け取り、
　　少なくとも１つの別の第２のコンピュータから少なくとも１つの別のデータ項目を受
け取り、
　　複数のデータ項目を、前記画像を特定する識別子と関係付け、かつ、
　　各データ項目を、前記関係づけられた識別子とともに、データ保存部に格納する、方
法。
【請求項９８】
　さらに、前記画像に関連するデータ項目に関するリクエストを受け取るステップ、を有
し、
　前記複数のデータ項目を受け取るステップが、前記リクエストに対する応答において前
記データ項目を送るステップを含む、請求項９７に記載の方法。
【請求項９９】
　前記リクエストは、第１の時刻において受け取られ、
　前記複数のデータ項目を、前記第１の時刻から開始する所定の期間以内に送る、請求項
９８に記載の方法。
【請求項１００】
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　前記リクエストは、前記所定の期間を規定する、請求項９９に記載の方法。
【請求項１０１】
　前記リクエストは、前記第２のコンピュータに、データ項目を作成するためのユーザイ
ンターフェースを表示させる、請求項９８ないし１００のいずれか１つに記載の方法。
【請求項１０２】
　前記リクエストは、前記コンピュータに、所定の期間、前記ユーザインターフェースを
表示させる、請求項１０１に記載の方法。
【請求項１０３】
　前記画像は、ヒトまたは動物の皮膚に関する画像である、請求項９７ないし１０２のい
ずれか１つに記載の方法。
【請求項１０４】
　前記画像は、瘢痕を含んだ、ヒトまたは動物の皮膚に関する画像である、請求項１０３
に記載の方法。
【請求項１０５】
　前記作成されるデータ項目は、所定の範囲の実数を含む、請求項１０４に記載の方法。
【請求項１０６】
　前記実数は、所定の尺度上において、認知された前記瘢痕の重症度を表す、請求項１０
５に記載の方法。
【請求項１０７】
　前記実数は、視覚的アナログスコアリング法を用いて作成される、請求項１０５または
１０６に記載の方法。
【請求項１０８】
　さらに、
　前記第２のコンピュータのディスプレイ装置にユーザインターフェースを提示するステ
ップであって、前記ユーザインターフェースが尺度を有する、ステップと、
　前記尺度の一点に関するユーザの入力を示す入力データを受け取るステップと、を有す
る請求項１０７に記載の方法。
【請求項１０９】
　さらに、前記ユーザの入力を、前記尺度上の一点から、前記実数に変換するステップ、
を有する請求項１０８に記載の方法。
【請求項１１０】
　さらに、
　前記第２のコンピュータにおいてコンピュータ・プログラム・コードを受け取るステッ
プであって、前記コンピュータ・プログラム・コードは、前記第２のコンピュータで実行
されることにより、前記ユーザインターフェースを表示させる、請求項１０８または１０
９に記載の方法。
【請求項１１１】
　前記コンピュータ・プログラム・コードは、前記変換を実行させる、請求項１０９に従
属する、請求項１１０に記載の方法。
【請求項１１２】
　前記画像は、複数の画像であり、
　前記作成されるデータ項目は、前記複数の画像間の比較を表す、請求項９７ないし１０
３のいずれか１つに記載の方法。
【請求項１１３】
　前記複数の画像の各画像は、瘢痕に関する画像である、請求項１１２に記載の方法。
【請求項１１４】
　前記作成されるデータ項目は、前記複数の画像が示す瘢痕の重症度に、認知される差違
が存在するか否かを示す、請求項１１３に記載の方法。
【請求項１１５】
　前記作成されるデータ項目が、瘢痕の重症度に認知される差違があることを示す場合に
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は、前記１つのデータ項目が、さらに、いずれの画像が、より重症でない瘢痕をしめすか
を示す、請求項１１４に記載の方法。
【請求項１１６】
　さらに、
　前記第２のコンピュータのディスプレイ装置にユーザインターフェースを提示するステ
ップであって、前記ユーザインターフェースが、複数のユーザが選択可能なボタンを含ん
でいる、ステップと、
　前記ボタンの１つにかかるユーザの選択を示す入力データを受け取るステップと、を有
する請求項１１２ないし１１５のいずれか１つに記載の方法。
【請求項１１７】
　前記複数の画像は、一対の画像である、請求項１１２ないし１１６のいずれか１つに記
載の方法。
【請求項１１８】
　前記インターフェースは、３つのボタンを有し、
　第１のボタンは、前記一対の画像のうちの第１画像がより重症でない瘢痕を示している
ことを示唆するときに選択可能であり、
　第２のボタンは、前記一対の画像のうちの第２画像がより重症でない瘢痕を示している
ことを示唆するときに選択可能であり、
　第３のボタンは、前記第１画像および前記第２画像が同程度の重症度の瘢痕を示してい
ることを示唆するときに選択可能である、請求項１１６に従属する、請求項１１７に記載
の方法。
【請求項１１９】
　前記第１のボタン、または、前記第２のボタンにかかるユーザの選択を示す入力データ
を受け取るステップと、
　前記第２のコンピュータのディスプレイ装置上に別のユーザインターフェースを表示す
るステップと、を有する請求項１１８に記載の方法。
【請求項１２０】
　前記別のユーザインターフェースは、前記一対の画像の前記第１画像および前記第２画
像において示された瘢痕にかかる重症度間の差違の程度を示す入力データを受け取る、請
求項１１９に記載の方法。
【請求項１２１】
　前記別のユーザインターフェースは、一対のボタンを提示し、
　第１のボタンは、前記差違は僅かであることを示し、
　第２のボタンは、前記差違は著しいことを示す、請求項１２０に記載の方法。
【請求項１２２】
　前記データ項目の１つは、前記差違の程度を示す、請求項１２１に記載の方法。
【請求項１２３】
　さらに、前記第２のコンピュータにおいて、コンピュータ・プログラム・コードを受け
取るステップであって、前記プログラム・コードは前記第２のコンピュータにおいて実行
可能であり、当該実行により前記複数のデータ項目の１つを作成する、ステップ、を有す
る請求項９７ないし１２２のいずれか１つに記載の方法。
【請求項１２４】
　前記コンピュータ・プログラム・コードは、実行されることにより、データ収集をコン
トロールして前記複数のデータ項目の１つを作成するためのインターフェースを供する、
請求項１２３に記載の方法。
【請求項１２５】
　前記請求項９７ないし１２４のいずれか１つに記載の方法を、コンピュータに実行させ
る、コンピュータ読み取り可能な命令群を含むデータ記憶媒体。
【請求項１２６】
　プロセッサが読み取り可能な命令群を格納するプログラム・メモリと、
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　前記プログラム・メモリに格納された命令群を読み取って実行するプロセッサと、を有
し、
　前記プロセッサ読み取り可能な命令群は、前記プロセッサに請求項９７ないし１２４の
いずれか１つに記載の方法を実行させる、コンピュータ装置。
【請求項１２７】
　画像に関連する情報を収集するためのシステムであって、
　第１のコンピュータと、該第１のコンピュータと通信する複数の第２のコンピュータを
有し、
　前記第１のコンピュータは、画像を提示し、
　前記第２のコンピュータそれぞれは、前記画像に関連したデータ項目を獲得し、当該デ
ータ項目を前記第１のコンピュータに対して送り、
　前記第１のコンピュータは、前記複数のデータ項目を受け取り、各データ項目を、前記
画像を特定する識別子と関係づけ、各データ項目を、前記関係づけられた識別子とともに
、データ保存部に対して出力する、システム。
【請求項１２８】
　さらに、前記第１のコンピュータと接続したデータベース・サーバを有する、請求項１
２７に記載のシステム。
【請求項１２９】
　前記第１のコンピュータは、さらに、前記データ項目を、関連付けられた識別子ととも
に、前記データベース・サーバへ送る、請求項１２８に記載のシステム。
【請求項１３０】
　前記第１のコンピュータと前記データベース・サーバの間の通信は、有線接続、または
、無線接続である、請求項１２８または１２９に記載のシステム。
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